
＜作業一覧表＞

作業番号 指示
施設管理

区分
対応原因 対応区分 河川名等 場所 内容 適用

日

河川 箇所

海岸 箇所

砂防 箇所

急傾斜 箇所

合計 箇所

注）作業完了後、日報等と併せて提出するものとし、追記していくこと。
　　作業個別調書記載内容と整合を図ること。

作業日数（量）

別紙ー１

連番を記載

指示年月日と指示回数を
記載
（例）令和2年○月○日
　　　第○回目

河川・海岸・砂防・
急傾斜のうち該当
するものを記載

異常気象、地元要
望、維持管理等を記
載

応急処理、施設補
修、除草等を記載



別紙－2

＜作業個別調書＞
作業番号
管理施設区分
対応区分
河川施設名等
場所
指示年月日
作業年月日
作業内容

【労務費】 延べ時間 延べ日数
世話役             ｈ          日
普通作業員             ｈ          日

【機械経費】 延べ日数
（重機運転）
（例） 0.28          日
バックホウ ２ｔ          日
ダンプトラック 25ｔ          日
トラッククレーン

（その他）
（例）
草刈機 肩掛式 　　日　
チェンソー 　　日　

【資材・材料】 規格 数量
（例）
木杭 Φ120*1000 ５本 既存カゴ押さえ○○本／ｍで配置
異形棒網 Ｄ１３*６００ １０本 ○○㎏

【産業廃棄物関係】 規格 数量
（例）
コンクリート 無筋
コンクリート 鉄筋
木根等 ｔ 別紙マニフェストより、処理場、○○○
その他

【その他】

注）延べ日数の算出は８ｈ／日とすること。
    作業日報及び写真（作業前・作業状況・完成・材料検収等）を添付すること。
    数量根拠がわかる資料として図面・伝票・数量計算書等必要書類を添付のこと。
    作業一覧表と整合を図ること。

河川　・　海岸　・　砂防　・　急傾斜
地元要望　・　異常気象対応　・　維持管理　・　その他（                              ）
                             川　　・　地区
     下閉伊郡               町　・　村　　　　　　　　字
令和        年           月           日               （           回目）
令和        年           月           日 ～平成         年              日

適用

日報集計
適用

適用

適用

実働労務を記載。ただし、重
機・トラック運転（オペ）労務
は運転経費に計上されてい
るので記載しないこと。
（例）
世話役、普通作業員、特殊
作業員、型枠工  等

実働延べ日数を記載。
延べ日数＝延べ時間／
８ｈとする。

実働延べ時間を記載
（例）
普通作業委員２人で４ｈ
実働した場合は、2人
*４ｎ＝８ｈ

述べ時間根拠を記載
（例）
２人*４ｈ＝８ｈ

使用重機・機械器具
等を記載

述べ日数根拠記載

使用資材・材料を記載

数量根拠・使用目的
等記入

産業廃棄物種類を記
載 数量根拠、処理場、中

間処理・最終処分等
を記載



請　負　者

   曜日 天候 晴 主任技術者

車輌・重機

職種 氏名 時間 時間外 名称・車番 品名・規格 数量

1 世話役 ○○　○○ 4.0 2ｔダンプ ふとん籠 2.0枚

2 世話役 8.0 河床整正 バックホウ 蛇籠 4.0枚

3 バックホウOP 8.0 ふとん籠２枚設置、蛇籠４本設置 バックホウ搬入 鋼杭（棒鋼25mm） 50.0本

4 普通作業員 8.0 割栗石 9.5m3

5 普通作業員 8.0 植生土のう 100枚

6 普通作業員 8.0

7

8

9

10

11

12

13

14

15

＜本日の作業内容・安全指示及び注意事項＞ 特記事項・その他

○河道の流側部の保護（法留め）･･･ふとん籠、蛇籠の設置

　バックホウ搬入時に法面を降るので、滑落転倒のないように慎重に運転すること。

　棒鋼杭を打ち込む際に手足を叩いたりしないように注意する。（作業相手に手順確認する）

中流部の籠設置

○○                      　　　　㊞

○○川                       ○○地内施工内容・場所

労務 器具及び備品

令和           年          月        日   年   月    日

作業内容

作業日報
名称 ○○業務委託 株式会社　○○

例


